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体外実験におけるSTENT拡張時のPOTの重要性 
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【目的】STENT留置時には、3回拡張など様々な手技が報告されている。分岐部病変において側枝への影響を最

小限にするよう留置する事は重要であるが、後拡張により長さが変化する可能性がある。今回 STENT 留置後の

後拡張によるSTENT変化の原因を明らかにし、留置後POTの重要性について体外実験を行った。【対象・方法】

B社製STENT(径2.5 mm、長さ30 mm)。１大気中で加圧し、N.P.及びR.B.P.におけるSTENT両端間の長さと

マーカー間距離を測定した。2STENT 末梢側を固定せず、中枢側をノンコンプライアンスバルーンで拡張し、N.P.

及びR.B.P.におけるSTENT長を測定。3血管モデル内でSTENT 末梢側を圧着・固定した状態で中枢側を拡張

し、同様にSTENT長を測定。各条件とも加圧10秒後に測定。【結果】1N.P.で中枢、末梢両側へ最大10 mm、

R.B.P.では最大20 mmのSTENT伸長を認めた。2末梢側を固定しない状態では、N.P.で末梢側へ5.0 mm、R.B.P.

で15 mm伸長。3末梢側が圧着した状態では、中枢側への若干の伸長は認めたが、STENT全長に明らかな変化

は認めなかった。【考察】STENT は未圧着の状態では、バルーン拡張に伴い長軸方向へ伸長することが確認され

た。特に末梢側が固定されていない場合、中枢側の後拡張により STENT が末梢側方向へ伸長する可能性が示唆

された。末梢側を圧着・固定した状態ではSTENT長の変化はほとんど認めなかった。STENT留置時には末梢側

および中枢側を圧着させ後拡張を行うことが重要であり、POTはSTENTの長軸方向への伸長及び位置変化を抑

制するために有用な手技であると考えられた。 

 


